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2026年2月 熊本学園大学公開勉強会
「のるーと上熊本」の自動運転化に向けた

協働のあり方

CASE MaaS
・公共交通自治体課題・特定地区検討

「自動運転・ライドシェア・他」

▲

九州アカデミーITSモビリティ研究会
自動運化検討

次世代モビリティマッピング
推進部会
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事業戦略企画部会 ホームページ対策検討

『久留米地域ITSモビリティ研究会』活動スタートに向けて
～第１回勉強会



データと先端技術によるスマートモビリティチャレンジ in 九州の取組



司会 オープニング 浦代表理事 開催趣旨共有 ケーシーエス宇野社⾧ 進め方スケジュール

牧野副市⾧ 久留米市の課題情報共有 牧野副市⾧ 勉強会への期待
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2025年度 第2回「久留米地域ITSモビリティ研究会」立ち上げに向けた勉強会

RYDE株式会社：スマートフォンアプリによるデジタルチケット
を活用した公共交通の利便性

ネクストモビリティ株式会社：AIオンディマンドバス導入
（まずは実証運行）



2025年度 第2回「久留米地域ITSモビリティ研究会」立ち上げに向けた勉強会



2025年度 第2回「久留米地域ITSモビリティ研究会」立ち上げに向けた勉強会



2025年度 第2回「久留米地域ITSモビリティ研究会」立ち上げに向けた勉強会

今後は実装のための
仕組みつくりを！乾杯！













研究会の趣旨・共有について: 浦 正勝代表理事 参加人数：66名、参加企業：32社



久留米地域ITSモビリティ研究会への期待と方針:

【本研究会をイノベーションの場と期待について】
 シュンペーターによるイノベーションの定義

実用化を阻む「3つの壁（魔の川、死の谷、ダーウィンの
海）」をご紹介して頂いた。

 イノベーションのジレンマ
具体的な事例（EV、ネットコマース等）をご紹介して頂いた。

 イノベーションに必要なもの
産学官が集うコミュニティがあること。
地域のコミュニティ内でノウハウや信頼できる情報を共有し、
互いに学び合う（ピアラーニング）環境がイノベーションの
地の条件となる。

 久留米市におけるフィールドの提供
本研究会のテーマとなっている①交通情報の可視化、②公共
交通の利便性改善、③観光周遊の利便性改善に加えて農業へ
のITS技術活用など、地域の具体的な課題解決のために自治体
がフィールドを用意し、産学官で連携する取り組みを期待



【事例紹介】
1. 研究助成

・令和7年度（2025年度）研究助成テーマ一覧
・令和８年度研究助成募集について

2. 道路行政との連携
・整備・更新情報収集のため
・様々な道路属性のデータベース化
・管理者コードの改善、特車通行許可システム
・官民連携促進の役割り（ゾーン30プラス、2027国際園芸博覧会）

3. DRM-DB活用事例
・⾧野県データプラットフォーム
・民間プローブデータ
・商圏分析
・ETC2.0プローブデータのオープン化

4. DRM-PFの公開について
・DRM-PFの公開（特徴及び公開時期・利用料金）

【話題提供２】
自動運転小型モビリティの紹介
 低速モビリティの自動送迎で免許

返納後も自由な移動を提供
 免許返納後の移動手段として、ラ

ストワンマイルを走行する自動送
迎システムを開発

 くらしを支える小さなクルマの視
点からモビリティライフ周辺の新
技術・サービスの価値検証、原理
試作、実証実験を実施中

【話題提供１】
自動運転実用化に係る取組み動向
 海外では、無人のロボタクシーが商

業運行している状況
 国内では、各地で実証が広がってい

るように見えるが、短期間のデモ的
な走行も多い現状

 技術的には、Lidar＋シナリオベース
→ステレオカメラ＋E2EのAI活用で
開発競争激化

 この他、倫理の問題やコストの問題
など課題が多く顕著化、まだ見通し
が立っていない状況

 自動運転の安全設計・評価はプロ
ジェクト全体での推進が必要



テーマ①
「交通情報の可視化」

• 交通事故削減に向けたビジネスモデ
ルの検討

• 事故発生状況の分析・見える化
• ETC2.0データを活用したピンポイン
ト渋滞対策

• ドラレコデータの活用
等

ファシリテーター:NTTデータ

テーマ②
「公共交通の利便性改善」

• 宮ノ陣地区におけるモビリティハブ実証
• 交通データ分析による現状把握
• 交通結節点、賑わい拠点
• ラストワンマイルの検討
• AIデマンド、ライドシェア
• 地域デジタルチケット
等

ファシリテーター:沖電気工業

テーマ③
「観光周遊の利便性改善」

• 地域への来訪需要創出
• 観光ロゲイニング（まち歩きイベント）
• 位置情報連動型観光アプリ
• 観光料金込み込みMaaS
• 外国人旅行者への観光周遊改善
• デジタルスタンプラリー/AR音声ガイド
等

ファシリテーター:マーブル


